
為替週間展望＝ドル円は上値の重く、１０５円の節目を試す可能性も

　　　　　　　　　　［３月９日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    3 月 2 日～ 3 月 6 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  107.46   108.58( 2)    105.76( 6)    105.90   -1.99

ユーロ・ドル  1.1007   1.1249( 6)    1.1003( 2)    1.1226   +0.0200

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    20,749.75     -393.21     日本10年債利回り  -0.123   +0.030

ダウ平均株価    26,121.28     +711.92     米10年債利回り     0.912   -0.237

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

７日　　中国２月貿易収支

９日　　日本第４四半期国内総生産（ＧＤＰ）２次速報、日本１月経常収支

　　　　スイス２月雇用統計

　　　　独１月貿易収支、独１月経常収支

　　　　独１月鉱工業生産指数

１０日　中国２月消費者物価指数、中国２月生産者物価指数

　　　　ユーロ圏第４四半期域内総生産（ＧＤＰ）確報値

１１日　英１月鉱工業生産指数、英１月製造業生産指数、英１月貿易収支

　　　　米ＭＢＡ住宅ローン申請件数

　　　　米２月消費者物価指数

　　　　米２月財政収支

１２日　ユーロ圏１月鉱工業生産指数

　　　　米２月生産者物価指数、米新規失業保険申請件数

　　　　欧州中央銀行（ＥＣＢ）政策金利

　　　　ラガルド総裁記者会見

１３日　独２月消費者物価指数確報値

　　　　米２月輸入価格指数

　　　　米３月ミシガン大学消費者信頼感指数速報値

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】リスク回避の円買いモードとなっており、新型コロナウイルス関連

の報道や日本、米国、中国の株価動向や米長期金利の動きを眺めながら、ドル円は上値

の重い展開になりそうとした。ユーロドルはこれまでの下げトレンドの反動などから堅

調に推移するとした。

　　　　

【新型コロナウイルスの影響は続く】

　２月２９日に発表された中国の２月の製造業購買担当者景気指数（ＰＭＩ）は３５．

７となり、事前予想の４５．０や前回の５０．０を大きく下回った。非製造業ＰＭＩも

２９．６となり、予想の５０．５や前回の５４．１を大きく下回った。新型コロナウイ

ルスの感染拡大を封じ込めるための動きから、産業活動に顕著な悪化が見られる事態と

なっている。

　　

　新型コロナウイルスの感染拡大への警戒感から各国の株価は大きく荒れている。ＮＹ

ダウは２月２４～２８日の１週間での下げ幅は３５００ドル超と暴落した。その後も３

月２日に１２９３ドル高、３日に７８５ドル安、４日に１１７３ドル高、５日に９６９

ドル安と連日で大荒れの展開となっている。日経平均も２月２４～２８日の週に２２０
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０円超の急落となり、３月に入ってからは安値圏で下値を探る展開を続けている。

　　

　各国の株安の動きは利下げ催促相場の様相を呈している。そうした中、２月２８日に

米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）のパウエル議長は「経済を支えるために行動する」と

の緊急声明を発表した。日銀の黒田総裁は３月２日の午前中に「今後の動向を注視して

いく。適切な金融市場調節や資産買い入れの実施を通じて、潤沢な資金供給と金融市場

の安定確保に努めていく方針」との談話を発表した。

　　

　次回３月１７～１８日の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）で利下げに動くとの見方

が広がる中、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）は３日に臨時のＦＯＭＣを開催して政策

金利の０．５％の引き下げを決定した。なお、これに先立ち、３日に７カ国財務相・中

央銀行総裁の緊急電話会談が行われて、新型コロナウイルスの感染拡大による景気悪化

に対応するため「あらゆる手段を用いる」方針を確認した。

　　

　ＦＲＢは緊急利下げに動いたばかりだが、３月１７～１８日のＦＯＭＣでは０．５

０％の追加利下げとの見方が広がっている。ＣＭＥ　ＦＥＤウォッチでは次回ＦＯＭＣ

での０．５０％の利下げ確率は９８％前後まで上昇している。

　　

　リスク回避の動きから米国債が買われて（利回りは低下）おり、米１０年物国債利回

りは低下を続けている。利回りは２月２８日の１．１４８％前後から３月３日には１％

の大台を割り込んだ。その後、６日には０．９０％を割り込む水準まで低下している。

５日の海外市場でドル円は一時１０６円を割り込み、いったん１０６円台を回復した

後、６日に再び１０５円台に沈んでいる。

　　

　米国での感染拡大の動きからドル売りの動きが続いている。世界的なリスク回避の動

きや米長期金利の低下はドル円には圧迫要因となる。日米など各国の株安や米長期金利

の低下は円買いにつながりやすく、ドル円はテクニカル面のリバウンドを除くと上昇し

にくいとみられる。ドル円は引き続き上値の重い展開となり、下げが加速すると１０５

円の節目を試す可能性も出てきそうだ。ドル円の目先の予想レンジは、１０４．００～

１０７．５０円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、９日に日本第４四半期国内総生産（ＧＤ

Ｐ）２次速報、日本１月経常収支、１１日に米ＭＢＡ住宅ローン申請件数、米２月消費

者物価指数、米２月財政収支、１２日に米２月生産者物価指数、米新規失業保険申請件

数、１３日に独２月消費者物価指数確報値、米２月輸入価格指数、米３月ミシガン大学

消費者信頼感指数速報値などがある。

　　

【ユーロドルは高値圏でもみ合いか】

　新型コロナウイルスの感染拡大による景気悪化に対応するため、各国の中央銀行は協

調的な利下げに動いている。３日に豪中銀（ＲＢＡ）は政策金利を０．７５％から０．

５０％に利下げした。ＦＲＢも３日に臨時のＦＯＭＣで０．５０％の利下げに踏み切っ

た。４日にはカナダ中銀が政策金利を１．７５％から１．２５％に０．５０％利下げし

ている。

　　

　そうした中、１２日の欧州中央銀行（ＥＣＢ）理事会での対応が注目される。ＥＣＢ

のラガルド総裁は２日に新型コロナウイルスの感染拡大に対して景気の下支えのために

「適切に対応する」との声明を発表した。各国が利下げに動いていることもあり、ＥＣ

Ｂも利下げ、あるいは量的緩和の拡充といった対策を迫られるとみられる。

　　

　ユーロドルは米長期金利の低下によるドル売りの動きもあって、１．１２ドル台半ば

まで上昇している。値からの戻りが急だったことに加えて、ＥＣＢによる緩和策への思

惑もあり、一段とユーロ買いが続くかは不透明な状況となっている。こうした中、ユー

ロドルは高値圏でのもみ合いが続くとみられる。ユーロドルの目先の予想レンジは、

１．１１００～１．１３００ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、７日に中国２月貿易収支、９日にスイス２

月雇用統計、独１月貿易収支、独１月経常収支、独１月鉱工業生産指数、１０日に中国



２月消費者物価指数、中国２月生産者物価指数、ユーロ圏第４四半期域内総生産（ＧＤ

Ｐ）確報値、１１日に英１月鉱工業生産指数、英１月製造業生産指数、英１月貿易収

支、１２日にユーロ圏１月鉱工業生産指数、欧州中央銀行（ＥＣＢ）政策金利、ラガル

ド総裁記者会見、１３日に独２月消費者物価指数確報値などがある。
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